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昭和42年 7月20日

陸上自衛隊では、 8月中の実弾

射撃をつぎのとおり行ないます7

実施場所=池田射撃場

実施日程 =7日'"12目、 14日

-19目、 21日"'25日、 28日~

31日
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海水溶 ・キ ャンプ ・ハイキングと海

や山に親しみやすい時期です。

自然に親しむことで身心の健康を増進

し、自然の神秘、に接することもできま

す口また、自然を大切にし、美しさを

保つ Jむを養なうことも大切でしょう。

大村市でも、野岳の山聞き、玖島崎

松原の海開きもすみまじた。市民みな

さんも事故を起きないよう十分注意し

て、今年も楽しい健康な夏をすごしま

しょう口なお、海水溶場の海水検査の

結果、海水は大変清浄で、海水溶が安

心して楽しむことができますD

究。 〈
4 

¥
 

吋

(
乙
こ
を
と
じ
て
く

rさ
い
)

O 

自

i 
七
時
半
ま
で
に
帰
ろ
う

サ
イ
レ
ン
も
鳴
り
ま
す

市
内
の
小
学
校
、
中
学
校

の
夏
休
み
は
七
月
二
十
一
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

夏
休
み
に
入
る
前
に
子
供

を
交
え
て
話
し
あ
っ
て
、
あ

ま
り
宿
題
な
ど
に
乙
だ
わ
ら

な
い
何
か
一
つ
の
目
標
を
定

め
て
計
画
的
な
生
活
を
行
な

う
よ
う
指
導
し
て
や
り
た
い

も
の
で
す
。

j 

〈ま
た
、

一
般
的
に
ぼ
ん
お

ど
り
と
か
お
祭
り
と
か
夜
ふ

か
し
を
し
が
ち
で
す
。
大
人

も
子
供
の
生
活
を
こ
わ
さ
な

い
よ
う
に
協
力
し
て
や
り
ま

し
ょ
う
。

市
内
の
小
学
校
、
中
学
校

で
は
、
夏
休
み
期
崎
中
午
後

七
時
半
ま
で
に
帰
宅
す
る
こ

と
を
き
め
ま
し
た
。
こ
の
時

刻
に
は
サ
イ
レ
ン
も
鳴
り
ま

す
の
で
、
き
ま
り
を
よ
〈
守

h
ノ
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
ま
で
に

家
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。



り大村市政だよ (2) 

災
害
に
備
え
て

お
宅
で
も
防
災
計
画
を

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
も
火
災
、
台
風
、

洪
水
、
一豪
雨、

山
崩
れ
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
災
害
が
起
り
、
生
活
を
破
壊
し
た

り
、
生
命
を
う
ば

っ
た
り
し
ま
す
。

私
た
ち
は
ふ
だ
ん
か
ら
こ
れ
ら
の
災
害
に
対
し
て
十
分
な

心
が
ま
え
と
防
災
対
策
を
た
て
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
村
市
で
も
、
こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
た
と
き
の
対
策

を
立
て
る
た
め
、
七
月
六
日
水
防
、
防
災
会
議
を
聞
き
、
災

害
予
防
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
台
風
や
大
雨
の
予
報
が
あ
っ
た
と

き
は
つ
ぎ
の

こ
と
が
ら
に
注
意
し
て
、
何
と
か
被
害
を
最
少

限
に
〈
い
と
め
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
家
族
防
災
会
議
を
開
き
、

避
難
の
打
合
せ
や

訓
練
を
や

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
:
・
。

台
風
が
近
ず
い
た
ら

l

①
気
象
情
報
に
注
意
し
て
位
置
、
進
路
を
確
め
、
懐
中
電
灯

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

避難のコースを

研究しよう

昭和42年 7月20日

地 所場難避区

ロ
i
ソ
ク
、

マ
ッ
チ
、
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
を
準
備
し
、
ま

た
は
貴
重
品
、
食
糧
、
飲
料
水
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

告
屋
根
、
ト
イ、

雨
戸
、
煙
突
、
看
板
な
ど
を
補
強
し
、
排

水
溝
を
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

③
カ

i
バ
イ
ト
、
生
石
灰
な
ど
水
と
作
用
し
て
発
熱
反
応
や

可
燃
性
ガ
ス
を
発
生
す
る
危
険
物
は
浸
水
の
お
そ
れ
の
な

い
と
こ
ろ
へ
う
つ
し
ま
し
ょ
う
。

④
火
の
元
は
完
全
に
し
、
電
源
を
切
り
、
ガ
ス

の
元
栓
を
し

め
る

こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
す
る
と
き
は
|

①
平
素
か
ら
避
難
場
所
を
研
究
レ
、
安
全
な
道
を
覚
え
て
お

〈
乙
と
が
大
切
で
す
。

②
避
難
命
令
や
勧
告
が
あ

っ
た
と
き
は
そ
の
指
示
に
従
が
い

と
〈
に
老
人
、
子
供
、
女
子
な
ど
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ

A
J

。

③
風
が
強
い
時
は
ガ
ラ
ス
、
ト
タ
ン
、
瓦
な
ど
が
飛
ん
で
き

ま
す
。
頭
巾
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

⑨
避
難
す
る
と
き
は
グ
ル

ー
プ
を
作
り
、
安
全
な
場
所
へ
早

〈
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

J 
I 

ー

保
母
試
験
と
講
習
会

昭
和
四
十
二
年
度
の
保
母

試
験
と
保
母
講
習
会
が
つ
ぎ

の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す。

〔
保
母
試
験
〕

マ
試
験
期
日
と
場
所

二
十
八
日
J
二
十
九
日

長
崎
大
学
教
育
学
部

三
十
日
J
三
十
一
日

県
立
保
育
短
期
大
学
校

マ
受
験
手
続

七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月

五
日
ま
で
に
長
崎
市
江
戸

町
二
ノ
十
三
県
児
童
家
庭

課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
保
母
講
習
会
〕

マ
講
習
期
間
と
場
所

八
月
二
十
一
日
か
ら
八
月

二
十
六
日
ま
で
長
崎
大
学

教
養
部
学
生
ホ
l
ル

、、、

久良原橋りっぱに完成
萱瀬の久良原橋がり っぱにできあがりま した。この，橋

はいままで木橋で、老朽のため通行が危険でしたので、

鉄筋コンク リート橋に造り 変えたものです。

長さ=28メート ル

巾 =3.5メート ル

総工費=2，895，000円

東 浦 |玖島中

久 原 |園芸高校 ・大村高校

片 町 |市役所 ・大村小

本町・水主町 |市民

新 城 |正司法寺

杭出津・水田 |本経寺 ・正法寺

古 町 |西大村中 ・中央小

諏 訪 i西大村小 ・諏訪公民舘

池 田 |池田公民舘 ・西大村小

海仁会住宅 i竹松小

竹松住宅 |ろう学校

宮 小 路 i竹松小

福 重 |福重小 ・郡中

松 原 |松原小

萱 瀬 |萱瀬中 ・萱瀬小

鈴 田 i鈴田校舎 ・鈴田小

三 浦 |三浦校舎 ・三浦小
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マ
受
講
手
続

八
月
五
日
ま
で
に
返
信
用

封
筒
に
切
手
を
貼
付
し
て

長
崎
市
上
町

一
の
三
十
三

県
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申

込
む
こ
と
。

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と

は
福
祉
事
務
所
へ
お
た
ず

ね
〈
だ
さ
い
。



、、

雪

b身体障害者に対する経自動車税の減免

改正前 身体障害者手帳の交付を受けたもののうち下

肢又は体幹の障害により歩行の困難な者が所有しその

者が運転する自動車又は軽自動車のうち 1台限り減免

改正後 上記に戦傷病者手帳の交付を受けたもののう

ち下肢文は体幹の障害により歩行困難なものを追加

p従業員が常時10人未満の事務所等で特別徴

収により市民税を納入する場合の納期

改正前 毎月給料を支払う場合、徴収した月の翌月の

10日まで

改正後 市長の承認を受けた場合は、毎月徴収した税

金のうち 6月から10月までの分を11月初日まで、 11月

から 3月までの分を 4月10日まで

水

害

救

援

義

援

金

の

募

集
に
こ
協
力
く
だ
さ
い

法人市民税など改正さる
b法人市民税

改正前 1，800円

改正後 G資本金額文は出資金額が一千万円を起える

法人及び保険業法の規定による相互会社=4，000円

②上記以外の法人及び公共法人、公益法人=2.400円

コ

ー

ナ

ー

お
し
ら
せ

昭和42年 7月初日

100分の18.1

七
月
九
日
福
江
、
佐
世
保

地
方
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
被

害
は
誠
に
甚
大
で
、
羅
災
者

に
は
ま
っ
た
〈
気
の
毒
に
た

え
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
乙
で
大
村
市
で
も
市
民

み
な
さ
ま
方
の
同
胞
愛
に
う

っ
た
え
、
水
害
義
援
金
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
義
援
金

品
は
町
務
連
絡
員
の
方
を
通

じ
市
福
祉
事
務
所
へ
届
け
る

よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の

で
市
民
み
な
さ
ん
の
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ

受

付

締

切

八
月
十
日

ま
た
、
市
内
中
学
校
の
生

徒
さ
ん
達
も

H
H

県
北
地
方
の

気
毒
な
友
達
に
あ
た
た
か
い

手
を
H
H

と
義
援
金
を
集
め
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

②
エ
ン
ジ
ン
の
み
三
万
円

マ
払
下
方
法
希
望
者
の
申

請
に
よ
り
払
下
げ
る

希
望
者
が
多
い
と
き
は
抽

せ
ん
し
ま
す
。

マ
払
下
場
所
市
事
業
課

マ
払
下
日
時

八
月
八
日
午

後

一
時
三
十
分
か
ら

マ
代
金
の
納
入
契
約
と
同

時
に
納
入

な
お
、
今
回
は
ボ

l
ト
だ

け
の
払
下
げ
は
な
〈
、
当
日

は
印
鑑
と
収
入
印
紙
(
五
十

円
)
を
と
持
参
く
だ
さ
い
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
用
の

エ
ン
ジ
ン
と
ボ

i
ト
を

払
下
げ

市
営
モ
l
グ

i
ボ

l
ト
競

走
事
業
で
使
用
し
て
い
た
ヱ

ン
ジ
ン
と
ボ

l
ト
を
つ
ぎ
の

と
お
り
公
売
し
ま
す
。

マ

物

件

閃

型
ヤ
マ
ト

エ
ン

ジ
ン
二
十
三
基

ラ
ン
ナ
ー
ボ
!
ト
七
佐ヱ

マ
払
下
価
格

①
エ
ン
ジ
ン
と
ボ

i
ト
(
操

舵
金
具
付
)

一
式

三
万
六
千
円

わたばこ消費税の税率

改正前 100分の日 改正後

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

時
か
ら
二
時
ま
で

マ
入
札
場
所
本
町
三
丁
目

北
九
州
財
務
局
長
崎
財
務

部
大
村
出
張
所

マ
入
札
方
法

一
般
競
争
入
札

な
お
、
現
場
説
明
は
同
日

午
前
十
時
か
ら
行
な
い
、
現

場
説
明
に
参
加
し
な
か
っ
た

者
は
入
札
に
参
加
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乙

の
外
〈
わ
し
い
こ
と
は
長
崎

財
務
部
大
村
出
張
所
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

午
後

一
時
よ
り

マ
場
所
大
村
商
工
会
議
所

マ
講
師
日
本
マ

、不
l
シ

メ

ン
ト
協
会
浜
田
浩
氏

マ
内
容

H
H

接
客
サ
ー
ビ
ス

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か

グ

ま
で
に
市
商
工
観
光
課
ま

た
は
、
商
工
会
議
所
へ
申

込
み
く
だ
さ
い
。

り大村市政だよ

校
舎
を
公
売

中
央
小
学
校
校
舎
の
公
売

が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ

ま
す
。

マ
売
払
物
件

中
央
小
学
校

校
舎
(
木
造
二
階
建
瓦
葺
)

と
附
属
建
物
(
木
造
平
家

建
瓦
葺
)

マ
入
札
日
時

七
月
二
十
五
日

〔
経
営
者
対
象
〕

マ

日

時

七

月

二
十
九
日

午
後
一
時
よ
り

マ
内
容

H
H

こ
れ
か
ら
の
サ

i
ピ
ス
経
営
に
つ
い
て
グ

な
お
、
場
所
と
講
師
は

前
項
と
同
じ
で
す
。

マ
申
込
み

七
月
二
十
六
日

一
一
引
業
従
業
者
の
講
習
会

旅
舘
、
料
飲
屈
な
ど
サ
ー

ビ
ス
業
の
従
業
員
と
経
営
者

を
対
象
に
つ
ぎ
の
と
お
り
講

習
会
を
聞
き
ま
す
。

〔
従
業
員
対
象
〕

マ
日
時
七
月
二
十
八
日

午
後

(3) 

¥ 



(4) り

室教通-父

大村市政だよ

|盆
眠たい/疲れたノ

こんなとき車をとめてひと休み

運
転
者
に
と
っ

て
夏
は
大

敵
の
よ
う
で
す
。
暑
さ
の
た

め
、
ス

グ
ミ
ナ
の
消
粍
が
は

げ
し
〈
、
ま
た
夜
が
短
い
う

え
に
寝
ぐ
る
し
い
の
で
、
運

転
者
に
と
っ
て
グ
寝
不
足
H
H

に
な
る
悪
い
条
件
が
重
な
る

た
め
「
居
眠
り
運
転
」
に
よ

る
交
通
事
故
が
多
〈
な
り
ま

す。

「
居
眠
り
運
転
」
を
防

ヤ
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
注

意
し
て
車
を
安
全
に
運
転
し

ま
し
ょ
う
。

⑨
こ
ん
な
症
状
に
注
意
を

マ
頭
が
重

い

マ

あ

〈
び
が

で

る

マ

肩

が

こ

る

マ

冷

汗
が
で
る

マ
口
が
か
わ
き

っ
ぱ
が
で
な
い
:
・
。
乙
ん
な

症
状
が
で
た
ら
車
の
運
転
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

⑨
居
眠
り
事
故
は
こ
う
し
て

防
げ
る

①
身
体
に
あ
ま
り
負
担
が
こ

な
い
よ
う
軽
装
に
す
る
。

②
シ

l
ト
は
ハ
ン
ド
ル
の
高

さ
に
合
せ
て
調
節
す
る
。

③
疲
れ
た
と
き
は
、
車
を
と

め
て
外
の
空
気
に
ふ
れ
、

軽
い
体
操
や
深
い
呼
吸
を

す
る
。

④
濃
い
コ
ー
ヒ
ー
や
チ
ヨ
コ

レ
ー
ト
を
口
に
す
る
。

③
音
楽
を
か
け
て
耳
に
刺
激

を
与
え
る。

⑨
と
き
に
は
停
車
し
て
み
た

h
ノ
、
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
た

~
お
い

λZY九
広
三
日

2
4引
に
い
万
三
古
川
公
一

-2J，

m

外
的
活
動
と
し

て、

諌
早

大

施

設

大

隊

長

関

国

重

氏

~

川
ぷ
臣
、
i
'
u
『
什

.-EMF-唖

E
E
3
k
d

，mH
r
d
J
E
t♂
F

C

h

y

ザ

J

F

P

舜
リ
帳
場
-
r
!
fJU
I
f山)
水
害
な
ど
災
害
派
遣
に
十

七

〔

訂

正

〕

)
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庄互主弓
松並古町市営住宅が

中央町と変りました

西
大
村
地
区
松
並
古
町
市

営
住
宅
町
内
の
通
称
町
名
が
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一
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中
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町
と
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ま
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た
。
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内
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。
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る
こ
と
は
任
意
で

す
。
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申告用紙は、実行組合長を

通じて配付しますが実行組合

に加入していない農家の方は

市役所、出張所、各農協支所

に用意しでありますのでと利

用〈ださい。

一一農地の申告は必ず提出しましょう

乙の申告書は、 農地の売買

貸借、転用などの農地行政の

資料となるほか、自作証明、

耕作証明、農業委員選挙人名

簿作成時の資格審査、融資な

どの資料となるものです。

8月 1日現在で自作地、小

作地、貸付地を所有する農家

の方はもれな〈農地の申告書

を提出しな〈てはならないこ

とになっています。


